第二回役員会

2014年9月9日　作成
日　時：平成26年9月8日(月)　16：00～17：20

場　所：富岡公民館研修室

出席者：横溝　小西　松井　田中（洋） 国分　田中（宣）玉野　渡邊　村田　川田　澤田　
松本（く）佐々木　松本（冨）(14名）

欠席者：夛田　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
議題　　　
①遊ねっとの今後の対応について

横溝会長代行より次期会長依頼の経緯について説明を受けた。
4月14日、横溝会長より辞めさせてほしいとの申し入れがあった件について各例会長が集まり会長は輪番制とし来年度は美浜例会にお願いすることで合意した。

5月29日、第15回総会開催以降、26年度第1回役員会も含め4回の会合を持ち、美浜例会から会長選任を依頼してきたが、松井例会長にはご尽力いただいたにもかかわらず会長を受ける人がいないため、遊ねっとの組織が円滑に機能しない状況になっている。
7月7日、 各例会長間で、たたき台「遊ねっとの今後の方針」を美浜例会に提示することの承認を得る。

7月26日、たたき台についての美浜例会各位の意見集約結果の説明を受ける。
8月26日、横溝会長代行が美浜例会で経過の説明を行う。
美浜例会松井会長
・美浜が輪番制で会長を出すことについて3、4回会議を開き会員に説明をしたが、引き受け手がなく、今後の方針案についてアンケートをとり、会員の総意は美浜から会長は出せないが、美浜で活動を続けられる方法はないか考えてほしいと横溝会長代行に伝えたが、8月28日受け入れられないとの回答があった。
・役員だけでなく、遊ねっとすべての会員で美浜存続の方法を考えてほしい
遊ねっとの今後の方針（案）について、横溝会長代行から下記の提案が示された。

・日の出・富岡の2会場に縮小し、美浜会員は日の出・富岡例会で希望があれば受け入れる。
（期日は9月末日）
・美浜所管の資産（現金、備品、預金通帳2冊、美浜会計簿）は例会長が取りまとめ、会長代行に移管する。この処置は本方針が決まり次第実行する。

・これからの方針が円滑に進むよう美浜例会の取りまとめは例会長が行う。

・日の出・富岡の役員構成は当面現状通りとする。

　◆これに伴う企画担当の事項は役員会で決める。
◆研修会については役員会で決める
◆これに伴う提出済み書類・遊ねっとＨＰ等の内容は順次訂正する。
◆今後これに伴う事項は会長代行、各例会長で相談する。
◆本件については多様な意見が予想されるので議事録を充実し、必要な場合は内容・提案者の氏名も含めてＨＰに記載する。
横溝会長代行、
・縮小案にご承認いただければこの案で進めていきたい。
富岡例会田中会長
・8月25日、富岡例会では全員に近い会員が集まり話し合った総意はこの方針案とは違う、
現状の3例会は中学校を借りられる等のメリットがあり、楽しく明るく3例会に分かれてやろうという趣旨は十分に達しているが、今回の方針案ではもめごとを作るような会になり遊ねっと本来の趣旨に反するのではないか。
・会長が選出されないのであれば3つの会が例会長の判断、あるいは各々の会員の総意によって継続するか、縮小するか、独立するのか、選択すれば良いので、それが出来ないのであれば、アンハッピーな人が出るこの縮小案は如何なものか。
日の出例会国分さん、
美浜の会員は距離的に近いから美浜でやりたいのか。
美浜例会松井会長、
それが一つの理由ではあるが、
・現在会員が24名いる。日の出例会、富岡例会で受け入れてもらうのは無理なのではないか。
・各例会には特徴があり、日の出は学校のＰＣを使うので、保存して持ち帰れず学習しにくい。
・現状のまま美浜で学習できるようお願いしたい。
富岡例会田中会長、
・現在3つの例会に分かれて活動することで会長、例会長のもとでまとまってやっていることに　不平不満はなく、会長が出せないという理由で解散させなくても、個々の例会で活動を続ければ良いので、一緒になって組織化するメリットはないのではないか。
横溝会長代行

・組織を束ねてきて組織を維持しようとする人、本体を崩そうという2つの意見が出ている。
いろいろ意見はあろうが、この会は自由でやってきた。独立したいなら独立したら良いという意見もある。現状で不満がない人がいるにもかかわらず解散しようというのは、本末転倒ではないか。
・今後例会場は、日の出、富岡に縮小し、美浜は遊ねっとから外れていただくのが趣旨である。
富岡例会田中会長、
・美浜、富岡例会会員の意見を聞かずしてこの提案を採択するのは誰なのか。
・もめ事の原因は輪番制を守らない美浜に問題があり、一緒にやりたいというのは虫の良い話ではあるが、美浜を外して新しく会長や今年度美浜が受けている役員を決めるのは難しい。
わだかまりを残しながら活動するより、それぞれに独立して活動すれば良いのではないか。
横溝会長代行
・独立を一挙にやるのか、遊ねっとに期待している人もいるので、ステップ バイ ステップで、

お互いの不快感を少しずつ減らしながら、最終的には多数決で決める。
美浜例会村田さん
・企画を担当することになり張り切っていた。美浜が輪番制で会長を出すことを知らなかったことは理解してほしい。何度も話し合いを持って一生懸命考えてきたが、会長を出すことが出来ないことで切り捨てられるのは寂しい。

横溝会長代行
・組織で決めたことを守らなければそれは仕方ないという人もいる。
日の出例会小西会長

・一生懸命考えても会長を出せなくては、横溝さんに嫌気がさして辞めたらどうするのか
・どこの会でもみんなやってきている、私はやれませんと言うのは理由にならない。
美浜例会渡邊さん
・2014年3月10日の議事録に「昨年3月18日例会長間の打ち合わせで次期会長は田中さんにお願いすることをほぼ了解されていた」と記載されている。輪番制は聞いていなかった。

　輪番制がわかっていれば松井さんも例会長を引き受けていなかったと思う。

富岡例会田中会長
・この議事録の中で美浜渡邊さんが仰っている以前の議事録には真実に相違する内容になっています。
　これは横溝会長、小西例会長、松井例会長と小生の４名で話し合った事です。

横溝会長が昨年に退任したいが、もし会長が決まらなければこの会は解散するとのご意見だったので、解散は残念な事なので、私がもし本年会社を退任できればの条件ですが、考慮しましょうとハッキリ伝えました。

本年に入り、会社は退任どころかフルタイムになりましたので本年早々各例会長にその旨を伝え、ご了解を得ております。

横溝会長代行
・基本的にはこの方針案をもう一度美浜例会で説明してご理解いただき、修正するようであれば、例会長さんを交えてたたき台を絞り込んで、役員会に諮るということで、進めていくので、
　ご了解いただきたい。

②今後のイベントについて
・企画担当の3つのイベント「社会見学会・食事会・総会」は、しばらく保留する。
・9月、10月の研修会は今までどおり続ける。
以上

